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進路保障

基礎学力の育成と
小論文指導の充実で
進路の選択肢を広げる

◎１９０３（明治３６）年に西串良村立
農業補習学校として開校。２３年に串良
実業女学校、５０年に現校名に改称。
「敬愛・自律・実践」を校訓として、
心身共に健康で豊かな人間性を備え、
強い意志と創造性、科学性の涵養を目
指す。

国公立大では、山口大、長崎大、下関
市立大、北九州市立大、熊本県立大に
合格。私立大は、日本大、九州共立大、
九州産業大、西九州大、宮崎産業経営
大、鹿児島国際大などに延べ１０人が合
格。

設立

形態
　

生徒数

11年度入試合格実績（現役のみ）

1903（明治36）年

全日制／情報処理科・総合ビジネス科
／共学

１学年１４０人

住所
　

電話

Web Site

〒893-1603
鹿児島県鹿屋市串良町岡崎2496-1

0994-63-2533

70
指導変革の

成果実践背景

◎少子化による生徒
数の減少、求人件数
の頭打ちなどにより、
学校の特色づくりが
求められていた

変革のステップ

◎進学と就職の両方
を追求し、幅広い進
路を保障する進路指
導改革に着手。生徒
指導の徹底、小論文
指導の充実を図る

◎生徒が目標を持つ
ことで学校が落ち着
き、国公立大に一定
数の合格者が輩出す
るようになった

http://www.minc.ne.jp/kushirashoko/

鹿児島県立

串良商業高校
くし ら

　
鹿
児
島
県
立
串く

し

良ら

商
業
高
校
は
、
大
隅
半
島
の
中
ほ

ど
に
位
置
す
る
鹿か

の

屋や

市
串
良
町
に
あ
る
、
同
半
島
唯
一

の
商
業
高
校
だ
。

　
同
校
が
古
市
通
前
校
長
主
導
の
下
、「
進
学
も
就
職

も
出
来
る
学
校
」を
目
指
す
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
は
、

２
０
０
６
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
町
は
鹿
児
島
空
港
か

ら
車
で
約
２
時
間
。
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
が
少
な
い
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
少
子
化
に
よ

る
生
徒
数
の
減
少
は
恒
常
的
な
課
題
だ
っ
た
。同
校
も
、

こ
こ
数
年
で
５
ク
ラ
ス
か
ら
４
ク
ラ
ス
に
減
り
、
あ
と

１
ク
ラ
ス
減
れ
ば
、
近
隣
校
と
の
統
合
再
編
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
求
人
件
数
は
頭

打
ち
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
就
職
実
績
の
飛
躍
的
な

向
上
も
望
め
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、
校
内
に
改
革
し
よ
う

と
い
う
機
運
は
生
ま
れ
に
く
か
っ
た
。
進
路
指
導
部
主

任
の
古
澤
聖
子
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
時
の
本
校
は
、
就
職
・
進
学
指
導
は
担
任
の

裁
量
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
学
校
と
し
て
進
路

を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
視
点
が
足
り
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
校
は
資
格
取
得
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
合
格
実
績
は
県
内
で
も
上
位
に
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
う
し
た
強
み
を
進
路
に
結
び
付
け
る
と
い

う
発
想
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の
荒

れ
も
大
き
な
課
題
で
し
た
。
教
師
の
怒
号
が
響
く
こ

場
当
た
り
的
な

生
活
指
導・進
路
指
導
に
終
始
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と
も
あ
り
、
一
見
熱
心
に
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
対
症
療
法
に
終
わ

っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　
進
路
指
導
や
生
徒
指
導
に
一
貫
性
が
な
く
、
教
師
は

方
向
性
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
。
そ
れ
が
当
時
の
同
校

の
状
況
だ
っ
た
。

　
古
市
前
校
長
が
打
ち
出
し
た
進
学
・
就
職
両
面
の
充

実
を
目
指
す
取
り
組
み
を
、
教
師
は
商
業
高
校
の
特
長

を
最
大
限
に
生
か
す
チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め
た
。
進
路

指
導
部
の
国
分
信
哉
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
は
資
格
取
得
で
高
い
実
績
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
生
徒
の
多
く
は
『
商
業
高
校
＝
就
職
』
と
し

か
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。
従
来
通
り
就
職
で
も
実
績
を

出
し
な
が
ら
、
取
得
資
格
を
大
学
の
推
薦
入
試
な
ど

に
生
か
せ
ば
、進
学
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

生
徒
の
選
択
肢
は
広
が
り
ま
す
。
資
格
が
取
れ
る
上

に
、
就
職
希
望
者
に
は
就
職
、
進
学
希
望
者
に
は
国

公
立
大
進
学
も
夢
で
は
な
い
と
、
進
路
の
道
筋
を
明

確
に
す
れ
ば
、
本
校
は
も
っ
と
魅
力
あ
る
学
校
と
し

て
中
学
生
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」

　
改
革
に
先
立
ち
、
対
策
が
急
務
と
さ
れ
た
課
題
は
生

徒
指
導
だ
っ
た
。
生
徒
の
多
く
が
指
定
の
靴
を
履
か
な

い
な
ど
容
儀
の
乱
れ
に
加
え
、
遅
刻
が
恒
常
化
し
、
年

間
延
べ
２
０
０
０
件
に
達
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
教
師
は
交
替
で
校
門
指
導
を
行
い
、
毎
朝
、
全
校
集

会
を
開
い
て
生
徒
指
導
を
徹
底
し
た
。
校
則
違
反
の
靴

は
没
収
し
て
反
省
文
を
書
か
せ
、
遅
刻
が
10
回
に
達
し

た
ら
保
護
者
を
呼
ん
で
説
明
を
行
っ
た
。
た
だ
指
導
を

厳
し
く
す
る
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
遅
刻
は
い
け
な
い
の

か
、
校
則
を
守
る
意
味
は
何
か
を
、
進
路
と
絡
め
て
、

生
徒
に
繰
り
返
し
伝
え
た
。

　
そ
の
結
果
、
学
校
の
荒
れ
は
徐
々
に
収
ま
っ
て
い
っ

た
。
遅
刻
は
多
い
時
の
３
分
の
１
に
減
少
、
交
通
マ
ナ

ー
も
大
幅
に
改
善
し
た
。
以
前
は
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

い
い
と
い
う
生
徒
も
多
く
、
授
業
に
真
面
目
に
取
り
組

む
生
徒
の
邪
魔
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
授
業
態
度

も
徹
底
し
て
指
導
し
た
結
果
、
落
ち
着
い
て
授
業
を
受

け
ら
れ
る
雰
囲
気
が
出
来
た
。

　「
我
々
が
『
今
変
わ
ら
な
け
れ
ば
次
は
な
い
』
と

い
う
覚
悟
を
持
ち
、
一
枚
岩
に
な
っ
て
指
導
に
取
り

組
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
指
導
を
た
だ
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
進
路
の
観
点
か
ら
指
導
の
意
味

を
伝
え
る
こ
と
で
、
生
徒
は
進
路
に
も
目
が
向
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
進
路
の
目
標
が
出
来
る
と
、
生

活
も
落
ち
着
く
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
た
の
で

す
」（
国
分
先
生
）

　
生
徒
指
導
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
同
校
は
い
よ

い
よ
基
礎
学
力
向
上
の
指
導
に
乗
り
出
し
た
。
改
革
は

指
導
体
制
の
整
備
か
ら
進
め
、07
年
に
「
数
英
指
導
係
」

「
小
論
文
指
導
係
」
の
二
つ
の
分
掌
を
立
ち
上
げ
た
。

　
数
英
指
導
係
は
、
専
門
学
校
や
国
公
立
大
の
推
薦
入

試
に
対
応
す
る
分
掌
だ
。
同
校
で
志
望
者
数
の
多
い
医

療
系
や
経
済
学
系
の
入
試
で
重
視
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
、
数
学
と
英
語
の
基
礎
学
力
を
付
け
る
た
め
に
、
早

朝
補
習
や
夏
休
み
補
習
な
ど
を
行
っ
た
。

鹿
児
島
県
立
串
良
商
業
高
校

国
分
信
哉

　 K
o

k
u

b
u

 S
h

in
ya

教
職
歴
10
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。進
路
指
導
部
。

「
率
先
垂
範
。
情
熱
を
持
っ
て
生
徒
と
接
し
た
い
」

鹿
児
島
県
立
串
良
商
業
高
校

福
原
健

F
u

k
u

h
ara K

en

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
進
路
指
導

部
。「
１
年
生
は
挑
戦
、
２
年
生
は
我
慢
、
３
年
生
は
飛

躍
。
諦
め
な
い
よ
う
に
指
導
し
た
い
」

鹿
児
島
県
立
串
良
商
業
高
校

岩
切
真
美

　 Iw
ak

iri M
am

i

教
職
歴
11
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。進
路
指
導
部
。

「
有
言
実
行
。
や
る
と
決
め
た
ら
、
生
徒
と
一
緒
に
必
ず

や
り
遂
げ
る
」

今
変
わ
ら
な
け
れ
ば
次
の
チ
ャ
ン
ス
は
な
い

危
機
意
識
が
指
導
の
一
体
感
を
生
む

鹿
児
島
県
立
串
良
商
業
高
校

古
澤
聖
子

　 F
u

ru
saw

a S
eik

o

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指
導

部
主
任
。「
目
の
前
に
い
る
生
徒
を
我
が
子
だ
と
思
っ
て

接
す
る
」

鹿
児
島
県
立
串
良
商
業
高
校
校
長

梶
原
宏
司

　 K
ajih

ara K
o

ji

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
人
生
は
出

会
い
。
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
大
切
に
し
た
い
」

進
学
を
希
望
す
る
生
徒
に

進
路
決
起
集
会
で
覚
悟
を
促
す
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鹿児島県立　串良商業高校鹿児指導変革の

　
小
論
文
指
導
係
は
、
国
公
立
大
の
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試

指
導
の
中
核
を
担
う
。
担
当
す
る
の
は
国
語
、
地
歴
公

民
、
商
業
の
教
師
で
、
国
語
の
教
師
が
小
論
文
の
書
き

方
指
導
や
添
削
を
行
い
、
地
歴
公
民
と
商
業
の
教
師
は

小
論
文
の
内
容
面
で
必
要
な
知
識
を
指
導
す
る
。
進
路

に
か
か
わ
ら
ず
、
試
験
に
小
論
文
が
必
要
と
な
る
生
徒

が
、
希
望
制
で
指
導
を
受
け
る
。

　
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
を
10
人
程
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
国
語
１
人
、
地
歴
公
民
ま
た
は
商
業
１
人
の

計
２
人
の
教
師
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
受
け
持
つ
。
グ

ル
ー
プ
分
け
は
、
特
定
の
教
師
に
負
荷
が
か
か
ら
な
い

よ
う
、
評
定
平
均
値
や
志
望
大
、
資
格
取
得
の
状
況
な

ど
を
勘
案
し
、
出
来
る
だ
け
生
徒
の
力
が
均
等
に
な
る

よ
う
に
行
う
。
合
格
が
決
ま
れ
ば
指
導
は
終
了
す
る
た

め
、
最
終
的
に
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
５
人
ほ
ど
に
な
る
と

い
う
。

　
指
導
は
、
２
年
生
３
学
期
の
「
進
路
決
起
集
会
」
か

ら
始
ま
る
（
写
真
）。
古
澤
先
生
が
「
小
論
文
は
、
少

し
勉
強
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
書
け
る
も
の
で

は
な
い
。
毎
日
の
継
続
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
が
出
来

な
い
生
徒
は
来
な
く
て
よ
い
」
と
、
生
徒
に
揺
さ
ぶ
り

を
か
け
て
心
構
え
を
促
す
。
そ
の
気
合
い
に
の
ま
れ
て

参
加
を
取
り
や
め
る
生
徒
も
若
干
い
る
が
、
そ
れ
で
も

例
年
20
〜
30
人
の
生
徒
が
参
加
を
希
望
す
る
。
厳
し
く

覚
悟
を
促
す
た
め
、
指
導
が
始
ま
っ
た
後
に
脱
落
す
る

生
徒
は
い
な
い
と
い
う
。

　
小
論
文
指
導
の
柱
は
、
毎
日
の
自
宅
課
題
と
放
課
後

学
習
だ
。
毎
日
の
課
題
は
、
図
書
室
の
協
力
を
得
て
、

新
聞
の
社
説
や
コ
ラ
ム
を
進
路
指
導
室
の
前
に
常
備

し
、
２
０
０
字
の
要
約
と
２
０
０
〜
６
０
０
字
の
意
見

文
を
書
く
。
意
見
文
の
字
数
は
、
４
月
当
初
は
２
０
０

字
だ
が
、
４
０
０
字
、
６
０
０
字
と
段
階
的
に
増
や
し

て
い
き
、徐
々
に
書
く
量
に
慣
ら
し
て
い
く
。
生
徒
は
、

放
課
後
に
コ
ラ
ム
を
取
り
に
行
き
、
翌
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
ま

で
に
要
約
と
意
見
文
を
書
い
て
、担
当
の
教
師
に
提
出
。

こ
れ
を
入
試
本
番
ま
で
毎
日
繰
り
返
す
。

　
こ
の
毎
日
の
自
宅
課
題
に
加
え
て
、
放
課
後
に
も
毎

日
、
小
論
文
指
導
を
行
う
。
小
論
文
模
試
の
テ
キ
ス
ト

や
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
使
い
、
環
境
・
情
報
・
生
活
・
科

学
・
文
化
等
に
関
す
る
テ
ー
マ
学
習
を
行
っ
た
り
、
自

ら
課
題
を
設
定
し
て
４
０
０
〜
６
０
０
字
で
小
論
文
を

書
い
た
り
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
、
地
歴
公
民
や
商
業

の
教
師
が
指
導
や
資
料
提
供
を
行
い
、
小
論
文
を
書
く

た
め
に
必
要
な
教
養
や
知
識
を
身
に
付
け
て
い
く
。
４

月
か
ら
入
試
ま
で
に
書
き
上
げ
る
小
論
文
は
、
30
〜
50

本
に
及
ぶ
と
い
う
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｏ
入
試
対
策
の
一
環
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
も
行
う
。

　「
話
せ
な
け
れ
ば
書
け
ま
せ
ん
し
、
書
け
な
け
れ

ば
話
せ
ま
せ
ん
。『
書
く
、
話
す
、
聞
く
』
を
総
合

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
入
試
や
大
学
進
学
後
の

学
び
に
必
要
な
国
語
力
・
言
語
力
を
高
め
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
」（
古
澤
先
生
）

　
小
論
文
指
導
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
国
語
表
現
Ⅱ

と
関
連
付
け
て
い
る
こ
と
だ
。
国
語
表
現
Ⅱ
は
３
年
生

の
選
択
科
目
と
し
て
４
単
位
が
設
定
さ
れ
、
小
論
文
指

導
を
受
け
る
生
徒
は
原
則
、
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
授
業
で
は
、
要
約
の
仕
方
、
報
告
書
や
手
紙
、

自
己
紹
介
文
の
書
き
方
、
小
説
・
随
筆
の
執
筆
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
文
章
表
現
に
つ
い
て
学
ぶ
。
小
論
文
指
導
の

進
度
に
応
じ
て
、
教
科
書
の
内
容
を
入
れ
替
え
て
授
業

を
行
う
こ
と
も
あ
る
。国
語
表
現
Ⅱ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

小
論
文
を
書
い
て
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
践
的

な
文
章
作
成
の
技
能
を
習
得
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
小
論
文
の
作
成
や
国
語
表
現
Ⅱ
の
授
業
を
通
し
て
、

生
徒
は
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

「進路決起集会」の様子。小論文学習を入試まで毎日続けるための意志を
固めさせるため、古澤先生はあえて生徒に厳しい言葉で、小論文指導の内
容を説明する

自
分
の
考
え
が
相
手
に
伝
わ
る
喜
び
が

生
徒
の
書
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
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実
感
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　「
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
文
章
を
書
い
て
こ
な
か
っ
た

生
徒
が
、
毎
日
要
約
や
意
見
文
を
書
く
の
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、『
大
切
だ
と
思
う
と
こ
ろ

に
線
を
引
き
、
そ
れ
を
つ
な
げ
れ
ば
要
約
に
な
る
』

と
い
う
よ
う
に
書
き
方
を
き
ち
ん
と
伝
え
れ
ば
、
次

第
に
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
考

え
や
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
人
に
伝
え
る
こ
と
で
感

動
を
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
は
、
全
て
の
人
間
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
喜
び
で
す
。
自
分
の
考
え
や

気
持
ち
が
相
手
に
伝
わ
る
喜
び
が
、
生
徒
の
書
く
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」（
古
澤
先
生
）

　
同
校
で
は
、
成
績
上
位
層
を
集
め
て
国
公
立
大
を
目

指
す
と
い
う
手
法
は
取
っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、

商
業
高
校
の
進
路
の
中
心
は
就
職
で
あ
り
、
就
職
実
績

が
維
持
で
き
な
け
れ
ば
進
学
も
保
て
な
い
と
認
識
し
て

い
る
か
ら
だ
。
学
校
は
生
徒
の
希
望
に
応
じ
て
多
様
な

進
路
を
保
障
す
る
と
い
う
立
場
を
取
り
、
最
終
的
な
決

断
は
生
徒
に
委
ね
る
。

　
も
っ
と
も
、
生
徒
が
自
分
の
可
能
性
に
気
付
い
て
い

な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
教
師
は
生
徒
自
身
に
は
見
え

て
い
な
い
潜
在
的
な
力
に
気
付
か
せ
た
り
、
生
徒
の
視

野
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
。

　
商
業
科
の
岩
切
真
美
先
生
は
、
ク
ラ
ス
づ
く
り
や
生

徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
生
徒
の
可

能
性
に
肉
迫
し
て
い
る
と
話
す
。
例
え
ば
、
以
前
、
岩

切
先
生
の
ク
ラ
ス
に
同
校
始
ま
っ
て
以
来
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
学
力
の
高
い
生
徒
が
い
た
。
１
年
生
の
時
に
は
就

職
を
希
望
し
て
い
た
が
、
岩
切
先
生
は
も
っ
と
力
を
生

か
せ
る
進
路
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
２
年

生
で
担
任
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
意
識
的
に
生
徒
と
話

を
す
る
う
ち
に
、
進
学
か
就
職
か
に
迷
い
を
感
じ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。岩
切
先
生
は
そ
れ
を
見
逃
さ
ず
、

進
路
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
最
終
的
に
進
学
を
薦
め
た

と
こ
ろ
、
そ
の
生
徒
は
在
校
中
に
全
国
高
等
学
校
商
業

協
会
の
８
種
類
の
検
定
試
験
全
て
で
１
級
取
得
や
合
格

を
果
た
し
、
有
名
私
立
大
に
一
般
推
薦
で
合
格
し
た
。

　「
大
切
な
の
は
、
生
徒
と
ど
れ
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
に
う
る

さ
い
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
話
し
掛
け
て
い
れ
ば
、
自

ず
と
生
徒
の
本
音
が
見
え
た
り
、
本
人
か
ら
話
が
聞

け
な
く
て
も
周
囲
の
友
人
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
ラ
ス
の
輪
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
、
生
徒
把
握
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
生
徒
が
授
業
中
に
見
せ
る
ひ
ら
め
き
を
し
っ
か

り
と
捉
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
情
報
の
授
業
で
誰

も
考
え
な
い
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
す
る
、
あ

る
い
は
簿
記
の
計
算
で
、
授
業
で
は
教
え
て
い
な
い

解
き
方
を
す
る
。
生
徒
の
非
凡
な
発
想
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
が
、
進
路
を
広
げ
て
い
く
手
掛
か
り
に
な
る

の
で
す
」（
岩
切
先
生
）

　
改
革
か
ら
５
年
が
経
ち
、
生
徒
の
進
路
実
績
は
徐
々

に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
通
り
の
就
職
率
は
維
持

し
つ
つ
、
大
学
進
学
者
が
増
加
し
、
国
公
立
大
に
一
定

数
が
合
格
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
生
徒
の
問
題
行

動
も
な
く
な
り
、
学
校
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。

　
更
な
る
学
校
の
発
展
に
向
け
て
、
教
師
の
意
欲
は
高

ま
っ
て
い
る
。
商
業
科
の
福
原
健
先
生
は
、
今
後
に
向

け
た
決
意
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
進
学
と
就
職
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
以
上
、
教

師
は
ど
ち
ら
の
進
路
指
導
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

指
導
力
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
商

業
科
の
教
師
も
資
格
取
得
の
た
め
の
指
導
研
究
を
深

め
、
小
論
文
指
導
な
ど
高
度
で
幅
広
い
知
識
を
身
に

付
け
る
と
共
に
、
今
ま
で
以
上
に
他
教
科
の
先
生
方

と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
」

　
梶
原
宏
司
校
長
は
、
商
業
高
校
と
し
て
生
徒
の
希
望

進
路
を
支
え
た
い
と
話
す
。

　「
本
校
は
商
業
高
校
で
あ
り
、
基
礎
学
力
に
加
え
、

商
業
の
専
門
教
科
を
き
ち
ん
と
身
に
付
け
さ
せ
た
上

で
、
進
学
な
り
就
職
な
り
を
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
年
々
高
度
に
な
る
知
識
や
進
歩
す
る
技
術
に
教

師
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
大
学
や
産
業

界
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
自
分
た
ち
で
学
校
を
変
え
た
と
い
う
自
信
が
、
同
校

を
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
押
し
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

商
業
高
校
の
使
命
を
果
た
し
つ
つ

生
徒
の
選
択
肢
を
広
げ
ら
れ
る
学
校
に

生
徒
の
「
ひ
ら
め
き
」を
見
逃
さ
ず

進
路
指
導
に
結
び
付
け
る
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